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て構成した。加えて、それらを描いた 3 章から 6 章にかけて、呂家構成員ひとりひとりの
日常生活と語りを各章でそれぞれに記述しつつ、第 7 章において呂家の人びとが一同に会
する場を記述するなど、Q 村の社会生活を全体論的に描く民族誌の構成としても巧みであ
る。21 世紀の漢族農村の民族誌の新たなスタイルと視点を提示し、自分の実践を通して漢
族の農村研究における人類学的調査に新しい提言をしている。
一方で、課題とすべき点について審査委員から次のようなコメントがあった。
第一に、制約のある環境での調査として政治的な配慮が必要であることは理解できるが、
農村の社会生活と行政とのかかわり及び農村社会内部の力関係、有力な民間組織が及ぼす
影響力について記述と分析が不足している。
第二に、申請者がいうところの「韻律」概念は共同体がないとされる中国農村社会にお
いて、「自分の都合で行動するにも拘わらず、一定の秩序だった行為をなしている様」を捉
えるものであり、集団的・共同体論的な発想では掬い上げることのできない現地社会の生
活の質感や人々の息遣いを微細な次元で捉えるためのものであるという点で、一定の評価
は可能である。だが、この概念がもともと指示するところの、ことばの使い方における韻
律と、本論文が明らかにしようとしたところの、時空間の使い方における「韻律」、あるい
は行為と行為の間の「韻律」の基盤には質的な違いがある。人類学的な分析に使用するに
は、不明確な点がある。
第三に、申請者が観察した中国農村における社会生活の実態は、中国近現代の歴史的文
脈のなかでの位置付けという点で理解する必要があるが、本論文では歴史的視点が十分な
ものとはいえない。
以上のコメントについて、公開審査の場で申請者は丁寧に補足説明をおこない、今後の
課題を確認した。本論文において、共同体なき社会としての漢族農村の日常生活に「韻律」
が存在するという提示は、以上のように課題とする点を含むものの、新しい方向を示唆し
たものとして、従来の知見を一新する高い水準にあり、審査員一同は、激動する中国農村
社会を分析する申請者の試みを高く評価する。
本審査委員会委員一同は、学位申請者・川瀬由高に博士（社会人類学）の学位を授与す
ることにふさわしいとの結論で一致した。
